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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第38期

第３四半期連結
累計期間

第39期
第３四半期連結
累計期間

第38期
第３四半期連結
会計期間

第39期
第３四半期連結
会計期間

第38期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    10月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成22年
     ３月31日

売上高 (千円) 12,526,69810,327,3644,179,6513,607,35216,170,682

経常利益 (千円) 183,436 395,553 109,814 194,771 217,262

四半期(当期)純利益
(△は損失)

(千円) △875,960 163,668△811,318 97,617△1,556,003

純資産額 (千円) ― ― 5,460,9594,825,0904,782,697

総資産額 (千円) ― ― 10,234,9508,613,8778,580,373

１株当たり純資産額 (円) ― ― 649.77 574.44 569.03

１株当たり四半期
(当期)純利益金額
(△は損失）

(円) △104.28 19.49 △96.59 11.62 △185.24

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 53.3 56.0 55.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 998,8801,245,820 ― ― 531,686

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 651,656△491,860 ― ― 1,083,175

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △580,799△539,846 ― ― △994,413

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,853,8852,618,3832,404,513

従業員数 (名) ― ― 427 308 333

(注) １．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりません。

２．第38期第３四半期連結会計期間、第38期第３四半期連結累計期間及び第38期の潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失であるた

め記載しておりません。

３．第39期第３四半期連結会計期間及び第39期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動については、「３．関係会社の状況」に記載しております。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、連結子会社であった株式会社ノモスは平成22年11月26日に清算を

結了しております。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 308（771）

(注) １．従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２．パートタイマー等の臨時従業員数は（　　　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。　

３．パートタイマー等の平均人員の計算は１日８時間、１ヶ月22日換算で期中の月平均人数により算出しており

ます。　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 308（771）

(注) １．従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２．パートタイマー等の臨時従業員数は（　　　）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。　

３．パートタイマー等の平均人員の計算は１日８時間、１ヶ月22日換算で期中の月平均人数により算出しており

ます。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループは、飲食事業の単一セグメントであるため、生産、受注及び販売の状況につきましては、事

業部門区分ごとに記載しております。

(1) 生産実績

当社グループは、生産を行っていないため生産実績にかえて、当第３四半期連結会計期間の料飲部門の

業態別収容実績を記載しております。
　料飲部門の業態別収容実績

業態 店舗数
客席数　　（千
席）

前年同期比
（％）

来店客数　（千
人）

前年同期比
（％）

酔虎伝 24 316 64.4 221 70.9

八剣伝 126 653 103.7 487 106.2

居心伝 41 235 87.8 242 96.4

その他業態 19 91 31.2 91 34.5

合計 210 1,297 77.1 1,043 81.0

(注) １．客席数は、各月末現在の各店舗客席数×営業日数として算出しております。
２．店舗数には業態変更を除く閉店２店舗（八剣伝１店舗、居心伝１店舗）が含まれております。

　

(2) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間の仕入実績は次のとおりであります。
　事業部門別の仕入実績

事業部門 金額(千円) 前年同期比(％)

料飲部門 　 　

　酔虎伝 158,918 72.0

　八剣伝 352,724 109.9

　居心伝 145,421 95.8

　その他業態 112,318 48.4

料飲部門小計 769,383 83.1

ＦＣ部門 　 　

　ロイヤリティ等 16,206 90.8

ＦＣ部門小計 16,206 90.8

商品部門 　 　

　食材等販売 495,211 99.0

　酒類等販売 168,745 96.3

商品部門小計 663,957 98.3

その他部門 2,707 5.1

合計 1,452,254 86.9

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

　(3) 受注状況
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該当事項はありません。

 

(4) 販売実績

当第３四半期連結会計期間の販売実績は次のとおりであります。
　事業部門別の販売実績

事業部門 金額(千円) 前年同期比(％)

料飲部門 　 　

　酔虎伝 554,650 70.2

　八剣伝 1,196,855 105.4

　居心伝 517,387 95.1

　その他業態 302,918 47.8

料飲部門小計 2,571,812 82.9

ＦＣ部門 　 　

　ロイヤリティ等 207,124 99.8

ＦＣ部門小計 207,124 99.8

商品部門 　 　

　食材等販売 568,881 98.8

　酒類等販売 186,989 106.7

商品部門小計 755,871 100.7

その他部門 72,543 61.7

合計 3,607,352 86.3

(注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

　

業態名 契約内容
契約期
間(年)

加盟料
(千円)

加盟保証金
(千円)

マニュアル
保証金
(千円)

ロイヤリ
ティ

パッケージ
料(千円)

契約　
件数

　
１．情報、知識、ノウハウの
提供

　 　 　 　 　 　 　

酔虎伝
２．店名、商号・商標・サー
ビスマーク等の一定地域に
おける独占権

７ 坪数×50坪数×30 50
売上高の一
定料率

― １

　 ３．経営指導 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

八剣伝  同上 ５ 1,200800 50
売上高の一
定料率

― ９

　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

居心伝 同上 ５ 坪数×50 1,000 50
売上高の一
定料率

― １

　 　 　 　 　 　 　 　 　

串まん

１．情報、知識、ノウハウ
の提供
２．店名、商号・商標・
サービスマーク等の一定
地域における独占権

５ 1,500600 ― ― 50 ２

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

(１)業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、前半は好調な新興国経済に牽引され、緩やかな回

復をみせたものの、後半は円高と政策効果の息切れにより足踏み状態に逆戻りしており、依然として先

行き不透明な状況で推移いたしました。

　外食産業におきましては、一部の業態で来客数の持ち直し等が見られるものの、全体としては消費者

の節約志向が続く中、引き続き厳しい経営環境が続いております。

　このような状況の下、当社グループでは、既存店舗の営業力強化と小型店舗での新規出店により、収益

力の改善に注力いたしました。既存店舗の営業力強化として、「お客様満足度の向上」を営業戦略の柱

とし、QSCの見直しの他、お客様のニーズを先取りしたフェアを実施する等、組織力を活かした販売促進

等により底上げを図ってまいりました。

　また、新規出店につきましては期初の出店計画を達成し、第３四半期連結会計期間で24店舗の新規出

店を行いました。

　結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は36億７百万円（対前年同期比13.7％の減）、営業利益は

１億81百万円（対前年同期比59.7％の増）、経常利益は、１億94百万円（対前年同期比77.4％の増）、

四半期純利益は97百万円（前年同期は８億11百万円の四半期純損失）となりました。
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(２）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は26億

18百万円となり、第２四半期連結会計期間末と比べ３億39百万円の増加となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前四半期純利益１億11百万円、減価償却費79百万

円、仕入債務の増加額５億73百万円等により８億94百万円の収入（前年同期比１億22百万円の収入

増）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは有形固定資産の取得による支出４億２百万円等により、３億

58百万円の支出（前年同期は６百万円の収入）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは長期借入金の返済による支出１億28百万円、配当金の支払額

67百万円等により、１億96百万円の支出（前年同期比16百万円の支出増）となりました。

　

(３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間に増加した主要な設備は、次のとおりです。

会社名 業態別 店舗数

帳簿価額
従業員数
(名)

建物及び
構築物　
(千円)

工具器具
及び備品
(千円)

土地　　(千
円)

その他　
(千円)

合計　　(千
円)

マルシェ㈱
酔虎伝
（愛知県北名古屋市他）

４ 2,050 690 ― ― 2,740２（９）

　
八剣伝
（名古屋市名東区他）

20 100,52412,638― ― 113,16215（93）

　
居心伝
（大阪府東大阪市他）

12 26,9935,586― ― 32,58012（58）

　
その他業態
（堺市東区他）

３ 15,5452,336― ― 17,881３（15）

(注) １．第２四半期連結会計期間末における料飲店舗の設備投資は概算計画となっているため、主要な設備の状況に
は、計画の有無にかかわらず、当第３四半期連結会計期間において増加した全ての料飲店舗について記載して
おります。

２．帳簿価額のうち「その他」は、建設仮勘定、差入保証金及び長期前払費用は含まれておりません。なお、上記金
額には、消費税等は含まれておりません。

３．従業員数は就業人員であり、パートタイマー等の臨時従業員数は（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均
人員を外数で記載しております。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

①設備の新設

料飲部門の設備投資については、投資効率、立地における将来予測、利益計画の進捗状況等を総合的に

勘案して策定しておりますので、第２四半期連結会計期間末における計画の変更の有無にかかわらず、当

第３四半期連結会計期間末時点における当連結会計年度末までの業態別の概算計画を記載しておりま

す。なお、設備投資額は自己資金及び借入金で賄う予定です。

会社名 事業所名 設備の内容

投資予定金額

総額(千円) 既支払額(千円)

マルシェ㈱ 料飲店舗 　 　 　

　 八剣伝 新店１店 24,000 3,200

　 その他 新店１店 21,575 2,500

計 － 　 45,575 5,700

(注) １．上記金額には、消費税等は含まれておりません。
２．投資予定金額には、差入保証金及び長期前払費用が含まれております。

　

②設備の除却

当第３四半期連結会計期間末現在における設備の除却について、収益性の観点から14店舗の閉鎖を計

画しております。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,400,000

計 18,400,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,550,400 8,550,400
㈱東京証券取引所
㈱大阪証券取引所
各市場第一部

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり、単元株式数は100株であ
ります。

計 8,550,400 8,550,400― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

平成22年９月６日付で当社第１回乃至第10回新株予約権を取得後、平成22年９月10日付で消却してお

り、該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月１日　～  
平成22年12月31日

－ 8,550,400 － 1,510,530 － 1,619,390

　

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)に基づく株主名簿による記載
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をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 （自己保有株式）
普通株式　　150,700

―
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式　8,391,900 83,919 同上

単元未満株式 普通株式　    7,800 ― 同上

発行済株式総数 　　　　　8,550,400 ― ―

総株主の議決権 ― 83,919 ―

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,400株（議決権14個）含ま

れております。

② 【自己株式等】

　 　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）　　　　　　
マルシェ株式会社

大阪市東成区中本２丁目
13-1

150,700― 150,700 1.76

計 ― 150,700― 150,700 1.76

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 　10月 　11月 　12月

最高(円) 723 713 700 695 694 705 686 686 695

最低(円) 696 681 662 678 680 677 651 650 666

(注)最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表についてはあずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第３四半期連結

会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１

日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については有限責任 あずさ監査法人により四半

期レビューを受けております。

　なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査

法人となっております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,618,383 2,404,513

売掛金 667,855 512,692

完成工事未収入金 － 22,666

商品及び製品 57,549 55,923

未成工事支出金 － 421

原材料及び貯蔵品 66,482 61,580

未収還付法人税等 － 34,491

その他 245,118 515,970

貸倒引当金 △20 △30

流動資産合計 3,655,368 3,608,229

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,588,886 1,229,405

土地 1,573,048 1,655,226

その他（純額） 171,512 162,489

有形固定資産合計 ※
 3,333,447

※
 3,047,121

無形固定資産

のれん 3,448 8,067

その他 102,460 110,711

無形固定資産合計 105,909 118,778

投資その他の資産

投資有価証券 91,802 100,099

差入保証金 1,328,788 1,590,557

その他 189,382 207,897

貸倒引当金 △90,821 △92,310

投資その他の資産合計 1,519,151 1,806,243

固定資産合計 4,958,508 4,972,143

資産合計 8,613,877 8,580,373
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,347,433 807,569

1年内返済予定の長期借入金 584,820 584,820

未払金 652,180 780,543

未払法人税等 34,937 24,102

賞与引当金 66,500 84,360

資産除去債務 18,400 －

その他 110,574 363,124

流動負債合計 2,814,847 2,644,519

固定負債

長期借入金 105,465 526,025

長期預り保証金 523,240 532,673

長期リース資産減損勘定 876 1,417

資産除去債務 224,071 －

繰延税金負債 12,228 25,651

その他 108,058 67,387

固定負債合計 973,940 1,153,155

負債合計 3,788,787 3,797,675

純資産の部

株主資本

資本金 1,510,530 1,510,530

資本剰余金 1,619,390 1,619,390

利益剰余金 1,832,874 1,781,627

自己株式 △154,930 △154,836

株主資本合計 4,807,863 4,756,711

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 17,226 22,986

評価・換算差額等合計 17,226 22,986

新株予約権 － 3,000

純資産合計 4,825,090 4,782,697

負債純資産合計 8,613,877 8,580,373
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 12,526,698 10,327,364

売上原価 4,830,188 4,133,973

売上総利益 7,696,510 6,193,391

販売費及び一般管理費 ※１
 7,509,392

※１
 5,825,268

営業利益 187,117 368,123

営業外収益

受取利息 4,027 1,879

受取配当金 690 790

受取家賃 13,658 12,024

違約金収入 3,041 5,474

その他 8,298 20,279

営業外収益合計 29,716 40,446

営業外費用

支払利息 15,955 8,559

貸倒引当金繰入額 13,912 －

その他 3,530 4,457

営業外費用合計 33,398 13,016

経常利益 183,436 395,553

特別利益

固定資産売却益 12,833 7,425

賞与引当金戻入額 23,223 8,312

貸倒引当金戻入額 － 181

資産除去債務戻入額 － 45,000

子会社株式売却益 － 3,600

新株予約権戻入益 － 3,000

特別利益合計 36,057 67,520

特別損失

固定資産除却損 55,910 13,092

固定資産売却損 18,820 6,663

賃貸借契約解約損 208,793 33,550

減損損失 ※２
 394,839

※２
 85,210

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 119,227

過年度損益修正損 6,321 －

その他 － 11,513

特別損失合計 684,687 269,257

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△465,194 193,815

法人税等 ※３
 410,765

※３
 30,147

四半期純利益又は四半期純損失（△） △875,960 163,668
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 4,179,651 3,607,352

売上原価 1,631,768 1,429,366

売上総利益 2,547,883 2,177,986

販売費及び一般管理費 ※１
 2,434,466

※１
 1,996,881

営業利益 113,416 181,104

営業外収益

受取利息 1,161 491

受取配当金 122 123

受取家賃 4,607 3,119

違約金収入 623 2,070

その他 1,976 10,525

営業外収益合計 8,491 16,329

営業外費用

支払利息 4,866 2,393

貸倒引当金繰入額 4,771 －

その他 2,455 268

営業外費用合計 12,093 2,662

経常利益 109,814 194,771

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 56

特別利益合計 － 56

特別損失

固定資産除却損 22,657 △3,068

固定資産売却損 13,826 707

賃貸借契約解約損 159,228 10,833

減損損失 ※２
 329,304

※２
 74,705

過年度損益修正損 1,379 －

その他 － △57

特別損失合計 526,396 83,121

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△416,582 111,706

法人税等 ※３
 394,736

※３
 14,088

四半期純利益又は四半期純損失（△） △811,318 97,617
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△465,194 193,815

減価償却費 404,710 212,387

のれん償却額 10,027 4,619

長期前払費用償却額 12,836 8,847

賞与引当金の増減額（△は減少） △87,520 △17,860

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12,091 △1,498

受取利息及び受取配当金 △4,718 △2,669

支払利息 15,955 8,559

固定資産売却損益（△は益） 5,987 △762

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 119,227

減損損失 394,839 85,210

固定資産除却損 36,854 13,092

為替差損益（△は益） △21 243

資産除去債務戻入額 － △45,000

新株予約権戻入益 － △3,000

売上債権の増減額（△は増加） △254,693 △208,069

たな卸資産の増減額（△は増加） 694 △6,106

未収入金の増減額（△は増加） － 82,856

仕入債務の増減額（△は減少） 628,809 539,863

未払消費税等の増減額（△は減少） 68,080 △60,484

未払費用の増減額（△は減少） 92,303 △3,108

その他 253,514 306,763

小計 1,124,558 1,226,927

利息及び配当金の受取額 4,272 2,454

利息の支払額 △15,053 △7,895

法人税等の支払額 △114,897 △23,135

法人税等の還付額 － 35,289

営業活動によるキャッシュ・フロー 998,880 1,233,640

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △35,000

定期預金の払戻による収入 640,000 35,000

差入保証金の回収による収入 135,238 451,324

差入保証金の差入による支出 △11,450 △72,104

有形固定資産の売却による収入 65,825 102,732

有形固定資産の取得による支出 △173,965 △656,117

有形固定資産の除却による支出 － △140,309

長期前払費用の取得による支出 △7,461 △24,480

貸付けによる支出 △11,500 △828

貸付金の回収による収入 1,892 414
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

－ △135,966

その他 13,077 △4,345

投資活動によるキャッシュ・フロー 651,656 △479,680

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △428,210 △420,560

配当金の支払額 △151,808 △118,891

少数株主への配当金の支払額 △600 △300

その他 △181 △94

財務活動によるキャッシュ・フロー △580,799 △539,846

現金及び現金同等物に係る換算差額 21 △243

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,069,759 213,870

現金及び現金同等物の期首残高 1,784,126 2,404,513

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,853,885

※
 2,618,383
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　
　至　平成22年12月31日)

１．会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年

３月31日）を適用しております。

　これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ28,867千円増加し、税金等

調整前四半期純利益は133,918千円減少しております。

　また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

444,175千円であります。

　さらに「有形固定資産の除却による支出」については、従来、営業活

動によるキャッシュ・フローの区分に計上しておりましたが、第１四

半期連結累計期間より、投資活動によるキャッシュ・フローの区分に

変更しております。

　これにより、従来の方法に比べ、営業活動によるキャッシュ・フロー

は140,309千円増加し、投資活動によるキャッシュ・フローは同額減少

しております。

２．連結の範囲に関する事項の変更 (1)連結の範囲の変更

　第２四半期連結会計期間より、エコプランニング・マルシェ株式会社

は平成22年８月２日付の第三者割当増資及び当社保有の当該会社株式

一部売却による所有割合減少により、連結の範囲から除外しておりま

す。

　また株式会社ノモスは、平成22年３月31日に解散を決議し、平成22年

11月26日に清算を結了したため、当第３四半期連結会計期間より連結

の範囲から除外しております。

(2)変更後の連結子会社の数

　１社

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　
　至　平成22年12月31日)

１．棚卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収

益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価

切下げを行う方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっております。

３．経過勘定項目の算定方法 　合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

４．繰延税金資産及び繰延税金負債の　

　　算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降

に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認め

られるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。

５．連結会社相互間の債権債務及び取引

の相殺方法

連結会社相互間の債権と債務の相殺消去 

　当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内

で当該差異の調整を行わないで債権と債務を相殺消去しております。 

連結会社相互間の取引の相殺消去 

　取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときは、親会

社の金額に合わせる方法により相殺消去しております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※　　有形固定資産減価償却累計額　4,941,013千円※　　有形固定資産減価償却累計額　5,672,861千円 
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(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
　　　　　　　(自　平成22年４月１日
               至　平成22年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費の主なもの ※１．販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給与手当 3,006,861千円　　　給与手当 2,186,252千円

　　　退職給付費用 　 74,405 　　　退職給付費用    57,149

　　　賞与引当金繰入額    44,480 　　　賞与引当金繰入額    66,740

　　　貸倒引当金繰入額 　　　 34 　　　貸倒引当金繰入額 　　　―

※２．減損損失
当社グループは、以下の資産グループについて減損
損失を計上しております。
当社グループは、料飲部門については店舗を、その
他の事業については事業及び子会社をキャッシュ
・フローを生み出す最小の単位としてグルーピン
グをしております。
当社の料飲部門について、閉鎖を決定した店舗及び
営業活動から生ずる損益が継続してマイナスであ
る店舗の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該
減少額を減損損失(394,839千円)として特別損失に
計上しております。
 

　 　 　 　 （単位：千円）

　 場所 用途 種類 減損損失

マル
シェ
㈱

関西
地区

大阪市
北区等
23件

店舗
建物・
その他

281,318

中部
地区

名古屋市
中区等
３件

29,779

関東
地区

東京都
荒川区等
７件

31,598

中国・
九州地区

広島市
中区等
６件

67,457

未実現利益の消去 △15,314

合計 394,839

地区ごとの減損損失の内訳は以下のとおりです。

　 　 　 （単位：千円）

　
建物及び
構築物

その他 減損損失

マル
シェ
㈱

関西
地区

225,01356,304281,318

中部
地区

23,8095,97029,779

関東
地区

25,0156,58331,598

中国・
九州地区

57,27510,18267,457

未実現利益の消去 △15,314

合計 394,839

なお、当資産グループの回収可能価額は、使用価値
（割引率 6.4％）または正味売却価額により測定
しております。

※２．減損損失
当社グループは、以下の資産グループについて減損
損失を計上しております。
当社グループは、料飲部門については店舗を、その
他の事業については事業及び子会社をキャッシュ
・フローを生み出す最小の単位としてグルーピン
グをしております。
当社の料飲部門について、閉鎖を決定した店舗及び
営業活動から生ずる損益が継続してマイナスであ
る店舗の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該
減少額を減損損失(85,210千円)として特別損失に
計上しております。
 

　 　 　 　 （単位：千円）

　 場所 用途 種類 減損損失

マル
シェ
㈱

関西
地区

京都市
中京区等
10件

店舗
建物・
その他

38,378

関東
地区

東京都
杉並区等
５件

33,840

中国・
九州地区

福岡市
博多区等
３件

12,991

合計 85,210

 

 

 
地区ごとの減損損失の内訳は以下のとおりです。

　 　 　 （単位：千円）

　
建物及び
構築物

その他 減損損失

マル
シェ
㈱

関西
地区

34,8033,57538,378

関東
地区

26,0687,77233,840

中国・
九州地区

11,2431,74812,991

合計 85,210

なお、当資産グループの回収可能価額は、正味売却
価額により測定しております。
 

 

 

※３．法人税等調整額は法人税等に含めて表示しており

ます。

なお、繰延税金資産については、その回収可能性を

見直して取崩を行い、法人税等に計上しておりま

す。

※３．法人税等調整額は法人税等に含めて表示しており

ます。
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前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

※１．販売費及び一般管理費の主なもの ※１．販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給与手当 1,001,632千円　　　給与手当　　　　　　　　　　740,523千円

　　　退職給付費用 　 24,556 　　　退職給付費用　　　　　　　　　20,019　 　 

　　　賞与引当金繰入額  △66,620 　　　賞与引当金繰入額　　　　　 　△9,500　　 

　　　貸倒引当金繰入額 　　　　6 　　　貸倒引当金繰入額　　　　　　　　　―

※２．減損損失
当社グループは、以下の資産グループについて減損
損失を計上しております。
当社グループは、料飲部門については店舗を、その
他の事業については事業及び子会社をキャッシュ
・フローを生み出す最小の単位としてグルーピン
グをしております。
当社の料飲部門について、閉鎖を決定した店舗及び
営業活動から生ずる損益が継続してマイナスであ
る店舗の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該
減少額を減損損失(329,304千円)として特別損失に
計上しております。
 

　 　 　 　 （単位：千円）

　 場所 用途 種類 減損損失

マル
シェ
㈱

関西
地区

大阪市
北区等
21件

店舗
建物・
その他

224,989

中部
地区

名古屋市
中区等
３件

20,496

関東
地区

東京都
荒川区等
７件

31,598

中国・
九州地区

広島市
中区等
６件

67,457

未実現利益の消去 △15,238

合計 329,304

地区ごとの減損損失の内訳は以下のとおりです。

　 　 　 （単位：千円）

　
建物及び
構築物

その他 減損損失

マル
シェ
㈱

関西
地区

181,05243,937224,989

中部
地区

16,6283,86820,496

関東
地区

25,0156,58331,598

中国・
九州地区

57,27510,18267,457

未実現利益の消去 △15,238

合計 329,304

なお、当資産グループの回収可能価額は、使用価値
（割引率 6.4％）または正味売却価額により測定
しております。

※２．減損損失
当社グループは、以下の資産グループについて減損
損失を計上しております。
当社グループは、料飲部門については店舗を、その
他の事業については事業及び子会社をキャッシュ
・フローを生み出す最小の単位としてグルーピン
グをしております。
当社の料飲部門について、閉鎖を決定した店舗及び
営業活動から生ずる損益が継続してマイナスであ
る店舗の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該
減少額を減損損失(74,705千円)として特別損失に
計上しております。
 

　 　 　 　 （単位：千円）

　 場所 用途 種類 減損損失

マル
シェ
㈱

関西
地区

京都市
中京区等
10件

店舗
建物・
その他

38,378

関東
地区

東京都
杉並区等
５件

33,840

中国・
九州地区

福岡市
博多区
１件

2,485

合計 74,705

 

 

 
地区ごとの減損損失の内訳は以下のとおりです。

　 　 　 （単位：千円）

　
建物及び
構築物

その他 減損損失

マル
シェ
㈱

関西
地区

34,8033,57538,378

関東
地区

26,0687,77233,840

中国・
九州地区

2,282 203 2,485

合計 74,705

なお、当資産グループの回収可能価額は、正味売却
価額により測定しております。
 

 

 

※３．法人税等調整額は法人税等に含めて表示しており

ます。

なお、繰延税金資産については、その回収可能性を

見直して取崩を行い、法人税等に計上しておりま

す。

※３．法人税等調整額は法人税等に含めて表示しており

ます。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　(平成21年12月31日現在)

現金及び預金勘定 2,853,885千円

現金及び現金同等物 2,853,885　　　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　(平成22年12月31日現在)

現金及び預金勘定 2,618,383千円

現金及び現金同等物 2,618,383

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日 

至  平成22年12月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 8,550,400

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 150,821

　

３  配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月20日
定時株主総会

普通
株式

50,398 6 平成22年３月31日 平成22年６月21日 利益剰余金

平成22年11月10日
取締役会

普通
株式

67,196 8 平成22年９月30日 平成22年12月10日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)及び前第３四半期連結会計期

間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

外食事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計額及び営業利益の金額の合計額
に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)及び前第３四半期連結会計期

間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)及び前第３四半期連結会計期

間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

海外売上高が存在しないため、該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

当社グループにおいては、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動はありません。

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

四半期連結財務諸表への影響額に重要性がないため、記載しておりません。
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(資産除去債務関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

資産除去債務が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の

末日に比べて著しい変動が認められます。

　　変動の内容及び当第３四半期連結累計期間における総額の増減は次のとおりであります。

　　前連結会計年度末残高(注) 　 444,175千円

　　有形固定資産の除却による減少 　 △186,231

　　その他の増加 　 29,528

　　その他の減少 　 △45,000

　　当第３四半期連結会計期間末残高 　 242,472千円

　

　　　(注)  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号　平成20年３月31日)

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日)を

適用しているため、前連結会計年度の末日における残高に代えて、第１四半期連結会計期間の期首におけ

る残高を記載しております。

　

(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動はありません。

　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 574円44銭
　

　 　

　 569円03銭
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 4,825,090 4,782,697

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― 3,000

　（うち新株予約権） ― 3,000

普通株式に係る四半期末(期末)の純資産額(千円) 4,825,090 4,779,697

１株当たりの純資産額の算定に用いられた四半期末
(期末)の普通株式の数(株)

8,399,579 8,399,718
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２.　１株当たり四半期純利益金額（△は損失）及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額（△は損失） △104円28銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純
損失であるため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純利益金額 19円49銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない
ため記載しておりません。
　

(注)　１株当たり四半期純利益金額（△は損失）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

四半期純利益（△は損失）(千円) △875,960 163,668

普通株式に帰属しない金額(千円) - -

普通株式に係る四半期純利益（△は損失）(千円) △875,960 163,668

期中平均株式数(株) 8,399,914 8,399,637

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
合ったものの概要

- -

　
　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額（△は損失） △96円59銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純
損失であるため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純利益金額 11円62銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない
ため記載しておりません。
　

(注)　１株当たり四半期純利益金額（△は損失）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

四半期純利益（△は損失）(千円) △811,318 97,617

普通株式に帰属しない金額(千円) - -

普通株式に係る四半期純利益（△は損失）(千円) △811,318 97,617

期中平均株式数(株) 8,399,806 8,399,590

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
合ったものの概要

- -
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

所有権移転外ファイナンス・リース取引について、リース取引開始日が平成20年３月31日以前の取

引については通常の賃貸借取引に係る方法に準じた処理を行っておりますが、当第３四半期連結会計

期間末におけるリース取引残高は、前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載し

ておりません。

　

２ 【その他】

平成22年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ)　中間配当による配当金の総額　　67,196千円
(ロ)　１株当たりの金額　　８円00銭
(ハ)　支払請求の効力発生日及び支払開始日　平成22年12月10日
(注)　平成22年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、

支払いを行っております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月10日

マルシェ株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    伊與政　元治    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    米　沢　　顕　　印

　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマル

シェ株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マルシェ株式会社及び連結子会社の平成21年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月10日

マルシェ株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　伊與政　元治　　 　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　桂　木　　茂　　 　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマル

シェ株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マルシェ株式会社及び連結子会社の平成22年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１

四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指

針」を適用している。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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